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第　三　回
定例市議会

災
害
復
日

促
進
な
決
議
ず

第
三
回
十
日
町
市
議
会
定
例
会
が
去
る
九
月
二
十
五
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
の
三
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
復
旧
費
等

を
含
む
追
加
．
更
正
予
算
案
外
十
五
件
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
請

願
八
件
の
う
ち
六
件
を
採
択
、
二
件
が
交
教
厚
生
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
災
蛍
居
皿
旧
促
進
要
望
の
発
議
案
が
提
出
さ

れ
、
満
場
一
致
で
決
畿
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容

一
、
相
次
い
で
お
こ
っ
た
台
風
に
よ

る
災
害
復
旧
促
進
要
望
決
議
が
満
場

一
致
で
行
わ
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
の
管
轄
は
も
ち
ろ
ん
、
国

や
縣
に
対
し
て
も
積
極
的
に
災
害
復

旧
が
行
わ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ

と
を
決
議
し
た
も
の
で
す
。

一
、
昭
和
三
十
三
年
度
十
日
町
市
追

加
夏
．
正
予
算
に
つ
い
て

▼
才
出
の
部
で
は
追
加
予
算
額
七
、

八
七
七
、
三
六
〇
円
、
更
正
（
減
）

予
篁
額
一
、
一
八
三
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
霧

第25号　　　（翻購鍛麗昌）

　　【写真は鴨田提防欠壊、消防団の活躍状況】
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一
蓬
引
六
、
六
九
四
、
三
六
〇
円
追
加

一
そ
の
内
訳
を
み
ま
す
と

［
柔
讐
毒
星
・
五
。
。

一
。
。
。
円
蕃
典
七
一
九
。
。

O
円
を
追
加
し
、
本
町
西
線
街
路
事

業
費
七
八
三
、
O
O
O
円
を
更
正
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
産
業
経
済
費
で

六
六
〇
、
O
O
O
円
を
追
加
、
財
産
費

で
、
財
産
取
得
費
（
裏
恢
場
用
地
買

一
収
な
ど
）
一
、
三
二
一
、
三
四
〇
円
追

一
加
諸
麦
出
金
で
特
別
会
（
計
上
水
道
）

肇
類
、
で
。
瑠
を
追
加
な

▼
以
上
の
則
源
と
し
て
才
入
の
部
で

は
追
加
予
算
額
七
、
九
三
九
、
五
六

〇
円
、
更
正
予
算
額
一
、
二
四
五
、

一
二
〇
〇
円
、
差
引
六
、
六
九
四
、
三

六
〇
円
追
加

一
驕
螺
難
灘
狸
舗
翻
艦

｝
三
、
四
三
八
、
七
五
〇
円
を
追
加
、

一
地
方
交
付
税
で
三
、
八
O
O
、
O
O

O
円
追
加
し
、
国
庫
麦
出
金
八
五

〇
、
O
O
O
円
更
正
さ
れ
て
い
る
等

が
主
な
も
の
で
す
。

一
、
十
日
町
市
教
志
塁
貫
会
委
員
選

　
任
に
つ
い
て

同
委
員
柳
義
一
氏
が
九
月
三
十
日
で

任
期
満
了
に
な
り
ま
し
た
が
、
引
続

き
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
、
今
回
採
択
さ
れ
た
請
願
は
①
下

条
中
学
校
校
舎
増
築
に
関
す
る
請
願

②
泉
町
駅
前
よ
り
高
田
町
踏
切
ま
で

一
の
．
両
側
六
溝
工
事
に
関
す
る
請
願
③

　
　
期
期
ガ
割

　
　
　
　
　
を

　
　
3
4
ご
月

税
穿
蕪

鋤
難

　
　
　
　
保
税
全

月
視
康
車

今
民
健
動

　
　
　
　
民
自

　
　
市
国
軽

10月末日納期限

西
寺
町
道
路
改
良
に
つ
い
て
の
譜
願

④
国
道
旧
道
間
貫
通
道
路
改
修
に
つ

い
て
の
請
願
⑤
西
浦
東
区
道
路
拡
張

及
び
側
溝
改
良
に
対
す
る
請
願
⑥
中

沢
川
改
修
工
事
に
関
す
る
請
願
の
六

件
で
あ
り
ま
す
。

一
、
上
水
道
特
別
会
計
才
入
、
才
出

追
加
更
正
予
算

才
入
、
才
出
と
も
二
九
、
二
九
〇
、

O
O
O
円
減
で
、
才
入
の
部
で
は

市
債
三
四
、
O
O
O
千
円
、
更
正

使
用
料
　
　
二
、
六
八
○
千
円
追
加

繰
入
金
　
　
二
、
O
O
O
千
円
追
加

才
出
の
部
で
は

給
水
工
事
費
　
　
六
九
〇
千
円
璽
止

　
　
グ
ラ
フ
で
み

　
十
日
町
市
の
姿
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
よ
う
か
。
今
月
号
か
ら
グ

ラ
フ
を
使
っ
て
ど
な
た
に
も
わ
か
る

よ
う
に
私
達
の
住
ん
で
い
る
郷
土
の

口
経営土地面積及び農家数

　　町歩

2．600
2．5。。1

る
市
の
姿

よ
う
す
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。十
日
町
市
の
全
世
帯
数
の
五
十
％

が
農
家
戸
数
で
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
農
家
が
耕
し
て
い
る
土
地
は

二
、
六
九
〇
町
歩
で
新
潟
縣
の
耕
地

面
績
の
約
一
・
二
％
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
農
家
一
戸
当
り
の
耕
作
面
績

は
新
潟
縣
平
均
一
町
二
畝
に
対
し
十

日
町
市
は
六
反
九
畝
と
な
り
ま
す
。

畑

一
樹園地

　　　一1．818戸
田
3，777
　　一　　月

3．812戸

2．000

1．5（》0

1．000

わ
れ
る
前
提
で
あ
り
、
又
公
明
選
挙

の
達
成
に
役
立
て
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

冒
そ
こ
で
縣
、
市
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
於
い
て
次
の
よ
う
な
国
会
討
論
会

を
催
す
こ
と
に
な
り
、
市
民
各
位
の

多
数
の
聴
講
を
希
望
し
て
お
り
ま

す
．▽
主
催
者
　
新
潟
縣
公
明
選
挙
推
進

　
協
議
会
、
新
潟
縣
選
挙
管
理
蓉
貝

　
会
、
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会

▽
講
師
　
各
政
党
代
表
者
（
国
会
議

　
員
に
限
る
）
各
二
名
と
し
、
そ
の

6
！
●
Q
●

500

山
　
林

採
草
地

樹
園
地

o
畑田

新
設
工
事
費
二
八
、
六
〇
〇
千
円
更

正
と
な
り
ま
し
た
。

国
会
討
論
会
開
催

　
　
　
　
1
1
月
14
日
夜
十
日
町
小
学
校

入
選
は
各
政
党
縣
麦
部
に
依
頼

▽
開
催
日
時
及
び
場
所
　
十
一
月
十

　四日

午
後
六
時
三
十
分
、
十
日
町

①
地
方
産
業

育
成
資
金

　
中
小
商
工
業
者
の
小

口
融
資
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
産
業
育
成
資
金

の
十
一
月
貸
付
を
行
い

ま
す
か
ら
御
希
望
の
方

　
国
の
繁
栄
と
国
民
生
活
の
向
上
は

正
し
い
政
治
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

政
治
は
、
主
権
で
あ
る
国
民
が
酉
接

選
挙
に
よ
っ
て
選
出
し
た
代
表
者
に

　
　
　
　
　
　
　
台
風
二
十
一
号
、
二
十
二
号
は
各
し
て
お
り
ま
す
。
建
設
省
直
轄
分
は

　
　
　
　
　
　
地
区
に
多
く
の
被
害
を
あ
た
え
ま
し
．
十
日
～
十
一
日
縣
工
事
分
は
十
二
日

　
　
　
　
　
　
た
．
常
の
馨
掩
は
裂
の
と
～
＋
三
日
と
査
定
が
行
わ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
が
災
害
復
旧
に
は
各
方
面
に
た
。
米
田
建
設
次
官
が
十
五
日
来
市

　
　
　
　
　
　
働
き
か
け
促
進
い
た
す
べ
く
努
力
被
害
状
況
を
視
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倒
翻
コ
流
　
　
　
　
壊
』
崩
壊
一
埋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
警
棟
目

台風21号及び22号による
施設の被害状況

よ
っ
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

選
ば
れ
た
代
表
は
真
に
国
民
の
意
思

を
代
表
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
正
し

い
政
治
が
望
め
ま
せ
ん
。
従
っ
て
代

表
者
を
選
ぶ
国
民
が
常
に
政
治
に
深

い
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
の
政
情
は
極
め
て

重
要
な
問
題
が
山
積
し
、
乙
れ
ら
に

対
す
る
施
策
の
如
何
は
庫
接
国
民
生

活
に
大
き
く
影
響
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
こ
で
最
近
の
政
局
に
つ
い
て

各
党
は
如
何
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
か
を
、
私
達
国
民
が
選
ん

だ
代
表
考
で
あ
る
国
会
議
員
か
ら
直

接
き
い
て
、
政
治
へ
の
関
心
を
一
層

た
か
め
る
こ
と
が
正
し
い
政
治
が
行

冠
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は
今
月
中
に
商
工
会
議
所
反
は
市
役

所
経
済
課
商
工
係
へ
御
申
込
み
下
さ

い
。
尚
貸
付
は
縣
商
工
信
組
、
大
光

相
互
、
新
潟
相
互
銀
行
で
取
扱
い
総

額
五
〇
〇
万
円
位
の
予
定
で
す
。

小
学
校
上
運
動
場

◎
実
施
方
法

一
、
司
会
者
　
新
潟
縣
公
明
選
挙
推

進
協
議
会
会
長

二
、
講
師
の
演
題
　
　
「
最
近
の
政
局

　
に
つ
い
て
各
党
は
そ
の
政
策
を
如

　
何
に
す
る
か
」
と
題
し
、
二
回
に

　
わ
た
っ
て
講
演
し
ま
す
。

　
第
一
回
各
十
五
分
、
第
二
回
各
五

　
分
あ
て

三
、
質
疑
応
答
　
講
演
後
一
般
聴
衆

　
と
の
間
に
質
疑
応
答
、
約
一
時
間

野
鳥
の
飼
養

｝
　
許
可
証

　
狩
猟
法
に
よ
っ
て
捕
獲
を
許
さ
れ

一
て
い
る
書
、
す
す
め
等
の
狩
猟

鳥
を
除
く
一
切
の
保
護
鳥
を
飼
養
す

る
に
は
許
可
が
い
り
ま
す
。
今
後
愛

一
玩
用
と
し
て
飼
育
す
る
場
含
と
か
現

「
ね
ず
み
駆
除
運
動
開
始
」
〃

　
　
嘩
働
宝
く
じ
一
枚
と
交
換

六
M

二
．
反

ご
一
〇
〇
〃
一
六
三
遡

二
〇
〇
〃
　
二
五
〃

ゴ
．
一
〇
〃
　
　
　
・

　
五
七
反

一
一
四
反
　
　
五
三
反

雛『t二

　5’｝

五

反

縣
下
に
生
息
す
る
ね
す
み
は
推
定
二

千
万
匹
を
数
え
、
年
間
三
十
億
円
以

上
の
損
害
を
与
え
て
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

最
近
ね
す
み
の
、

駆
除
は
組
織
的
に
計

一
舗
聾
購
鰹
郷

一
容
易
で
あ
る
こ
と
が
、
幾
多
の
成
功

一
地
区
に
よ
っ
て
実
謳
さ
れ
て
お
り
ま

一
す
。
ね
す
み
駆
除
の
好
期
を
迎
え
、

縣
民
運
動
と
し
て
一
斉
に
展
開
し
、

弱
み
の
い
な
嫁
辱
藻
的
な

一
住
み
ょ
い
郷
土
の
実
規
を
期
そ
う
と

新
潟
縣
、
新
潟
縣
住
み
よ
い
郷
土
建

設
協
会
、
新
潟
縣
病
害
虫
防
除
協
議

会
が
主
唱
、
各
種
団
休
、
、
新
聞
社
、

N
H
K
な
ど
の
協
賛
の
下
に
「
ね
す

み
駆
除
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

第
一
次
は
十
一
月
十
日
～
十
二
月
十

日
、
第
二
次
は
三
月
～
四
月
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
一
斉
駆
除
運
動
の
一

環
と
し
て
テ
レ
ビ
が
当
る
ね
す
み
宝

く
じ
を
発
行
し
ま
す
。

発
行
枚
数
は
縣
下
で
．
三
十
万
枚
、
発

行
期
間
は
十
一
月
十
日
～
十
二
月
十

日
（
一
斉
駆
除
期
間
中
）
引
換
は
捕

殺
し
た
ね
す
み
一
匹
一
枚
、
引
換
事
，

務
は
市
役
所
で
行
い
ま
す
が
、
引
換

場
所
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

市
民
皆
さ
ん
の
絶
大
な
ぴ
．
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

に
が
必
要

在
無
許
可
で
飼
養
し
て
い
る
場
合
は

知
事
に
願
出
て
飼
養
許
可
を
受
け
な

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
マ
ヒ
ワ
、
ウ
ソ
、
ホ
ホ
ジ

ロ
、
ヒ
バ
リ
、
メ
ジ
ロ
、
ヤ
マ
ガ

ラ
、
ウ
グ
イ
ス
の
七
種
は
知
事
に
。

コ
マ
ド
リ
、
コ
ガ
ラ
、
オ
オ
ル
リ
、

シ
ジ
ュ
ガ
ラ
等
そ
の
他
は
農
林
大
臣

に
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
①
正
当
な
手
続
を
得
な
い
で
野
鳥
を

捕
獲
し
た
り
飼
養
す
る
と
狩
猟
法
違

反
と
し
て
六
ヵ
月
以
下
の
徴
役
叉
は

三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま

す
。
②
許
司
申
請
の
手
続

1
申
請
腎
に
許
可
手
数
料
一
五
〇
円

　
添
え
て
林
業
事
務
所
へ
提
出
し
て

　
下
さ
い
。
但
し
農
林
大
臣
あ
て
の

　
申
請
は
手
数
料
が
不
要
で
す
。

2
魚
沼
林
業
所
十
日
町
駐
在
所
反
は

　
担
当
木
炭
検
査
員
並
び
に
林
業
改

　
良
指
導
員
へ
提
出
し
て
い
た
だ
け

　
ば
販
次
ぎ
を
い
た
し
ま
す
。

3
申
請
書
は
市
役
所
経
済
課
に
用
意

　
し
て
あ
り
ま
す
。

②
国
民
金
融
公
庫

　
叉
国
民
金
融
公
庫
の
年
禾
融
資
の

取
扱
い
が
左
記
の
よ
う
に
き
ま
り
ま

し
た
の
で
御
希
望
の
方
は
御
申
込
み

下
さ
い
。

一
、
融
資
額
個
入
五
〇
万
円
、
法

　
　
人
二
〇
〇
万
円
以
内

二
、
返
済
二
〇
ヵ
月
～
五
〇
ヵ

　
　
月
程
度
（
月
賦
分
割
払
い
）

三
、
利
　
率
　
月
八
厘

四
、
取
扱
機
関
　
国
民
金
融
公
庫
十

　
　
日
町
麦
所
（
大
光
相
互
銀
行
内
）

五
、
申
込
期
限
十
月
中

　
　
　
　
◎
家
屋
、
の
新
増
改
築
の

実
施
調
査

①
今
年
新
増
改
築
を
し

た
家
屋
と
移
転
等
に
よ

り
模
様
替
え
を
し
た
家

　
屋
に
つ
い
て
十
月
中
旬

よ
り
十
二
月
末
日
ま
で

担当

係
員
が
疹
上
し
、

実
旛
調
査
（
評
価
）
を

行
い
ま
す
か
ら
左
記
の

　
こ
と
に
つ
い
て
あ
ら
か

　
じ
め
お
調
べ
置
き
下
さ

る
櫛
願
い
ま
す
。

記

一
、
家
屋
新
増
改
築
の
た
め
に
使
用

し
た
木
材
の
総
数
量
　
　
石
（

立
方
メ
ー
ト
ル
）

内
訳

①
自
己
の
山
林
を
伐
採
し
て
使
用
し

た
も
の
　
　
石
（
　
立
方
メ
ー
ト

ル
）

②
他
か
ら
買
入
れ
て
使
用
し
た
も
の

　
　
石
（
　
立
方
メ
ー
ト
ル
）

‘
一
、
木
材
の
買
入
れ
先
住
所
氏
名

一
、
建
築
請
負
者
住
所
氏
名

◎
農
耕
用
耕
霧
機
の
軽
自
動
車
繰
入

れ
。一

、
農
耕
用
耕
頼
機
は
鰹
、
目
動
車
と

し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
四

弓
一
日
以
前
に
販
得
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
全
期
分
（
七
五
〇
円
）
四
月

二
日
以
降
に
取
得
し
た
分
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぐ
月
割
に
よ
り
課
税
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

衛
生
部
落
四
日
町
新
田

　
　
　
　
　
　
　
県
下
最
高
の
表
彰
を
受
く

昭
和
三
十
年
保
健
所
の
奨
励
に
よ
り

衛
生
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
そ
の
活

動
が
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
中

条
地
区
の
四
日
町
新
田
衛
生
組
合
で

は
、
こ
の
ほ
ど
「
カ
」
「
ハ
エ
」
の

駆
除
に
顕
著
な
成
果
を
収
め
た
の
で

縣
知
事
、
縣
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協

会
長
よ
り
縣
下
最
高
の
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
当
部
落
は
戸
数
八
三
戸
を
数
え
、

　
農
家
四
八
、
非
農
家
三
二
、
機
工
．

　
場
二
、
製
麺
工
場
一
、
入
口
四
七

　
八
、
家
畜
牛
馬
一
七
、
豚
二
二
、

　
山
羊
三
、
鶏
一
五
〇
羽
と
い
う
部

　
落
構
成
で
昭
和
二
十
八
年
鳩
山
内

　
閣
当
時
の
「
カ
」
　
「
ハ
ヱ
」
の
い

　
な
い
郷
土
建
設
の
提
唱
に
部
落
一

丸
と
な
り
立
ち
上
っ
て
、
農
協
の

協
力
を
得
て
環
境
改
善
資
金
の
共

同
借
入
を
行
い
、
「
カ
」
「
ハ

　
エ
」
の
発
生
源
で
あ
る
下
氷
側
溝

畜
舎
、
堆
肥
盤
な
ど
の
施
設
改
善

　
に
乗
り
出
し
、
今
で
は
見
違
え
る

　
ほ
ど
に
環
境
が
よ
く
な
り
衛
生
的

　
な
明
る
い
部
落
の
建
設
が
行
わ
れ

　
て
お
り
ま
す
。

塞
弛
し
で
．
い
る
轟
業
丙
容
は

0
側
溝
改
善
覇
備
　
　
　
七
二
〇
M

②
畜
舎
〃
　
〃
　
　
　
　
三
五
ヵ
所

④
堆
肥
盤
〃
　
　
二
五
ヵ
所

急
告
”
桐
樹
の
公
売

一
、
競
争
入
札
の
物
件

1
、
桐
樹
目
通
周
囲
　
樹
高
（
枝
下
）
　
本
数

　
　
　
　
四
尺
一
寸
　
　
　
一
八
尺
　

一
本

　
　
　
　
三
尺
九
寸
　
　
　
　
江
ハ
尺
　
　
一
本

2
、
所
在
の
場
所
　
中
条
出
．
張
所
敷
地
内

二
、
契
約
条
項
　
入
札
当
日
詳
細
説
明

三
、
競
争
入
札
執
行
の
場
所
及
び
日
時

　
十
日
町
市
役
所
会
議
室

　
十
月
二
十
一
目
午
後
一
時
（
下
見
同
日
午
前
十
一
時
）

④
下
水
処
理
〃
　
　
　
五
〇
ヵ
所
、

⑤
便
所
の
改
良
整
備
　
　
六
〇
ヵ
所

　
総
経
費
　
　
　
　
一
西
六
万
円

三
ヵ
年
計
画
で
以
上
事
業
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
消
毒
は
昭
和
三
十
年

よ
り
青
年
会
が
月
二
、
三
回
ク
レ
ゾ

ー
ル
、
ぺ
ー
ス
ト
、
デ
ル
ド
リ
ン
、

ビ
カ
ゾ
ー
ル
等
薬
剤
一
斉
消
毒
に
、

学
童
は
毎
日
曜
道
路
の
清
掃
、
女
子

青
年
は
十
二
社
境
内
子
供
遊
園
地
の

清
掃
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
環
鏡

も
改
善
さ
れ
、
今
で
は
「
カ
ヤ
」
を

つ
る
家
庭
は
な
く
、
ま
っ
た
く
明
る

い
健
康
的
な
部
落
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

衛
生
だ
よ
リ

①
し
尿
汲
取
り
は
早

め
に

例
年
降
雪
間
近
か
に
な
り
ま
す
と
汲

取
り
が
相
当
混
雑
し
て
何
か
と
御
迷

惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
降

雪
期
に
な
る
と
汲
取
り
申
込
み
が
一

度
に
殺
到
す
る
こ
と
と
、
汲
取
り
の

能
力
に
限
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
も
こ
の
点

を
ご
了
解
し
て
早
め
に
申
込
み
下
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
塵
芥
は
側
溝
、
川

な
ど
に
流
さ
ぬ
よ
う

　
塵
芥
処
理
は
鼠
、
昆
虫
駆
除
に
は

根
本
対
策
で
す
。
入
が
見
て
い
な
い

か
ら
と
い
っ
て
側
溝
や
川
に
捨
て
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
お
知
ら
せ
／

　
十
月
中
下
旬
頃
信
越
霜
気
通
信
局

で
は
通
信
線
の
地
下
ケ
ー
ブ
ル
埋
設

の
た
め
、
稲
荷
町
一
丁
目
～
二
丁

目
、
蚕
業
指
填
、
所
前
通
り
を
経
て
十

日
町
製
糸
入
口
の
間
及
び
、
中
条
ど

尾
崎
地
内
の
道
路
堀
さ
く
工
事
な

を
行
い
ま
す
。
な
お
引
続
い
て
小
千

谷
ま
で
行
い
ま
す
が
、
農
作
物
及
び

一
雛
雛
羅
讐
纏

，
得
す
損
害
を
与
え
た
場
合
は
補
償
料

　
の
支
払
い
を
致
し
ま
す
。
各
地
内
共

瀟
謝
就
鶉
鵜
飼
独
鱗
醐

＝
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
癖
苦
渠
嘔
、

一
田
中
団
吉
方
、
丁
胴
L
八
八
0
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②（水曜日）昭和陥・年10月15日りよだ政市町日十
竃、｝

（駿鑛齢昌）

来年に選撃の当り年

名
簿
に
の
ら
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
選
挙
で
き
ま
せ
ん

◇
…
来
年
は
知
事
、
市
長
、
縣
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
、
参
護
院
議
員
な
ど
多
く
．
．
．
◇

◇
…
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
な
い
と
、
選
挙
権
が
あ
．
－
◇

◇
…
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
選
挙
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
近
く
名
．
．
．
◇

◇
…
簿
の
縦
ら
ん
が
行
わ
れ
ま
す
。
お
互
に
注
意
し
て
ご
覧
に
な
る
よ
う
呑
。
協
力
を
．
－
◇

◇
…
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
。
。
◇

基
本
選
挙

人
名
簿
縦

覧
毎
年
九
月
＋

五
日
現
在
で
つ

く
り
ま
す
基
本

選
挙
入
名
簿
が

近
く
完
成
し
ま

す
。
　
こ
の
選
挙
人

名
簿
は
、
今
年

の
十
二
月
二
十

の
あ
る
方
が
必
ず
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
確
め
て
下
さ
い
。

も
し
も
れ
て
い
た
り
、
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
役
所
叉
は
出
張
所
の

係
員
に
申
出
て
下
さ
い
。

0
発
録
の
資
格
は

　
藩
本
選
挙
入
名
簿
に
の
る
方
は
、

十
二
月
二
十
日
現
在
で
．
年
令
満
二
十

才
以
上
に
な
る
者
（
昭
和
十
三
年
十

二
月
二
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
）
一

で
九
月
十
五
日
ま
で
に
三
ヵ
月
以
上

　
（
今
年
の
六
月
十
五
日
以
前
か
ら
）

本
市
内
に
引
継
い
で
住
所
を
も
た
れ

る
者
で
す
。

い
⑭
縦
覧
の
場
所
は

　
市
役
所
及
び
各
出
、
張
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
（
叉
市
政
事
務
嘱
託
員

を
通
じ
て
皆
さ
ん
方
の
ご
家
庭
へ
も

回
覧
い
た
し
ま
す
）

①
縦
覧
の
期
商
は

　
十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月
十
九
日

ま
で
の
十
五
日
間
で
、
土
曜
日
で
も

．
日
腿
日
で
も
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
…
は
、
交
書
．
で
、
異
謹
の
甲
し
立
て
が
で

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
縦
覧
し
ま
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
．
で
一

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
女
は
出
張
所
．
で
係
員
に
申
立

④
異
議
の
申
し
宜
て
は
　
　
　
　
　
て
を
し
て
下
さ
い
。
申
江
が
正
当
で

　
前
に
か
か
げ
た
登
録
の
資
格
を
も
あ
れ
ば
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
名
簿

た
れ
る
方
で
、
も
し
間
違
い
が
あ
っ
を
訂
正
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

た
り
、
馨
き
落
さ
れ
て
い
る
場
合
に
す
。

日
か
ら
来
年
十
二
月
十
九
日
ま
で
、
の

間
に
行
わ
れ
ま
す
各
種
選
挙
に
用
い

ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
名
簿
を
来
る

十
一
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
一
で
皆
さ

ん
に
縦
覧
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
十

月
二
十
日
に
確
定
し
ま
す
。
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、
住
民
登
録
に
よ
り

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
作

り
ま
す
が
、
な
お
正
確
を
期
す
る
た

め
に
、
市
役
所
と
各
出
張
所
で
縦
覧

す
る
外
、
特
に
皆
さ
ん
の
誉
家
庭
へ

回
覧
い
た
し
ま
す
か
ら
、
登
録
資
格

秋
季
種
痘
が

　
　
　
　
実
施
さ
れ
ま
す
！

　本年度の

定
期
種
、
痘
を
左
記
に
よ
⑤
十
日
町
第
四
．
区
　
一
七
三
・
五
点

り
実
施
し
ま
す
か
ら
該
当
者
は
も
れ
⑤
吉
田
南
　
　
　
　
　
　
一
六
一
点

な
く
受
け
て
下
さ
い
。

　
尚
個
入
通
知
を
出
し
ま
せ
ん
の
で

お
含
み
下
さ
い
。

一
、
該
当
者

第
一
期

第第

期期

⑦
飛
渡

⑧
十
日
町
第
三
区

一
五
一
一
点

一
四
九
点

定期種痘日程表

瓢
灘
庸
鷺
蕪
碁
癩
鍵
“
∞
鰹
購
難
㌶
　
　
欝
　

地
区
篭
接
種
』
時
　
　
　
　
昌
　
　
場
ヨ
“
　
読
書
の
秋
で
す
ね
。
夜
し
づ
か
に
羊
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
お
顛
い
し
て
す
。

　
　
　
　
　
　
　
二
時
～
三
時
　
　
　
『
川
治
小
学
校

　
　
　
10
月
1
6
日

　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
、
八
箇
小
学
校

ー
治
　
　
1
7
日

　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
［
川
治
公
民
舘

　
　
　
　
　
2
2
日

量
m
月
鍵
時
、
、
羊
～
、
、
時
、
、
雰
灘
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
ヵ
山
小
学
校

　
　
　
…
　
2
2
旦
〃

六
ー
箇
1
0
矧
21
爾
一
，
一
闘
～
ヨ
畷
　
　
　
六
箇
出
張
所

一
周
，
⑳
帥
コ
時
』
二
時

　
　
2
3
日
一
ク

　
　
2
8
易

10
月
2
3
日

　
　
解
日

　
　
2
8
日

　
　
2
9
日

一
一
、
三
期

一
、
二
三
期

；
期

今
年
一
月
一
日
よ
り
六

月
三
十
日
ま
で
に
生
れ

た
も
の

来
年
小
学
校
入
学
児
童

来
春
小
学
校
卒
業
児
重

第25号

雨
に
も
負
け
ず
張
切
っ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
体
育
大
会

　
昭
和
三
十
年
に
誕
生
し
た
市
民
体
休
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
農
家
の
方

育
大
会
も
本
年
を
以
っ
て
第
四
回
を
方
は
台
風
被
害
を
田
畑
に
蒙
り
、
出

迎
え
、
各
町
内
部
落
の
方
女
の
熱
意
場
が
危
ま
れ
ま
し
た
が
幸
い
全
．
区

と
全
面
的
な
協
力
に
よ
っ
て
、
小
、
雨
出
場
下
さ
れ
、
小
雨
の
中
も
よ
く
頑

に
け
む
る
九
月
二
十
三
日
早
朝
か
ら
張
り
応
援
団
も
選
手
も
共
に
最
後
ま

十
日
町
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
で
張
り
切
っ
て
下
さ
い
ま
し
に
。
心

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
あ
た
か
も
か
ら
感
謝
印
上
げ
ま
す
。
各
区
嘱
託

秋
分
の
日
で
学
校
、
会
社
、
工
場
は

員
さ
ん
を
は
じ
め
、
役
員
と
し
て
活

卜
剛
一
二
”
二
；
ご
；
，
二
＝
一
＝
＝
二
『
『
二
＝
ニ
ゴ
＝
＝
二
一
『
＝
二
二
一
＝
；
二
二
『
二
＝
冒
一
一
＝
一
＝
二
一
7
＝
＝
、
榊
一
＝
，
＝
雪
二
＝
二
一
ニ
ニ
騨
；
＝
二
7
＝
一
．
一
』
＝
一
＝
二
＝
＝
三
二
一
＝
，
p
腕
、
轟
＝
ニ
ロ
＝
7

水
稻
新
品
種
紹
介

「
米
山
」
本
品
種
は
新
潟
縣
農

業
試
験
場
長
岡
本
場
で
農
林
二
十

九
号
と
新
三
号
と
を
入
口
交
配
し

て
育
成
し
た
中
生
種
で
す
。

特
性
の
概
要

O
低
温
発
芽
性
が
極
良
好
で
苗
立

が
よ
い
。

0
活
着
後
の
生
育
が
旺
盛
で
分
け

　
つ
力
が
強
く
終
り
が
早
い
。

O
出
穂
期
は
ヤ
チ
コ
ガ
ネ
と
同
じ

　
く
八
月
中
・
下
旬
で
す
。

O
穂
数
は
多
く
穂
揃
も
よ
く
、
穂

　
が
短
い
が
粒
着
が
梢
密
で
一
穂

重
は
中
位
で
す
。

O
感
光
性
は
新
五
号
と
同
じ
く
極

　
め
て
高
く
年
に
よ
る
出
穂
期
の

　
変
動
は
極
め
て
少
な
く
、
晩
植

　
栽
培
に
も
好
適
で
す
。

O
程
は
、
極
く
短
く
太
く
て
強

　
健
で
倒
伏
し
が
た
い
の
で
．
、
肥

　
沃
地
や
深
水
直
播
栽
培
に
も
適

　
す
る
。

O
葉
い
も
ち
病
に
は
硝
強
く
、
穂

首
い
も
ち
に
対
し
て

　
は
中
位
で
す
。
ま
た

小
粒
菌
核
病
、
絞
枯

　
病
に
対
し
て
は
中
位

　
で
す
が
、
胡
麻
枯
病

　
に
は
枯
上
り
が
多
い

O
、
平
担
肥
沃
地
で
は
取

量
が
高
く
安
定
し
て

い
る
が
、
山
間
搭
薄

　
地
に
は
適
し
な
い
。

O
玄
米
は
中
形
で
粒
揃

　
い
が
よ
く
心
日
、
腹

臼
は
少
な
い
。

窓の
○
苗
日
数
は
四
十
日
位
と
す
る
。

O
本
田
で
は
、
窒
素
質
肥
料
の
過

多
を
さ
け
、
穂
肥
を
活
用
す

　
る
、
穂
肥
の
適
期
は
七
月
下
旬

　
　
　
　
で
す
。

　
　
　
　
な
お
、
本
田
元
肥
多
察

　
　
　
　
素
及
び
早
植
し
す
ぎ
た

　
　
　
　
り
す
る
と
枯
上
り
を
助

　
　
　
　
長
し
て
稔
実
歩
合
を
低

　
　
　
　
下
さ
せ
る
。

農家

O
米
質
は
梢
良
好
で
食
味
は
中
位

で
す
。

栽
培
上
の
注
意

○
田
植
の
適
期
は
、
六
月

　
上
・
中
旬
で
あ
る
が
、

　
晩
植
栽
培
に
好
適
で
す

〇
二
i
四
D
の
撒
布
時
期

　
は
七
月
十
日
過
ぎ
で
す

適
　
　
地

平
担
地
特
に
肥
沃
地
及
び
裏
作
跡

地
（
農
業
改
良
課
）

本
年
度
市
の
新
農

村
事
業
の
一
環

一
時
皐
～
二
時
皐
分
一
、
二
、
三
・

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃

10
月
器
日
一
一
時
～
三
時

一
躍
し
て
下
さ
っ
た
方
汝
、
選
手
、
応

｝
援
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
．

す
。
年
女
楽
し
い
運
動
会
に
し
て
行

一
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も

｝
更
に
御
協
力
御
麦
援
下
さ
い
ま
す
よ

㎜
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

㎜
馨
成
績

夏
苗
　
　
重
点

一
　
　
　
　
　
　
（
二
年
連
続
僑
勝
）

［
②
中
条
　
　
　
一
八
六
占
｛

…
③
新
座
　
　
　
　
　
　
一
七
七
点
　

一
④
十
日
町
第
七
区
　
　
　
一
七
四
点
、

，
＝
＝
二
『
＝
ロ
響
＝
㌘
二
＝
ニ
ニ
＝
二
二
；
＝
，
；
＝
一
『
二
一
＝
一
7
ー

自
給
飼
料
調
整
施
設
に
つ
い
て
お
　
一

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
酬

　
こ
れ
は
自
給
飼
料
の
確
保
に
よ
　
へ

り
畜
産
経
営
の
合
理
化
を
計
る
た
　
㎞

め
自
給
飼
料
の
調
整
機
具
を
導
入

し
て
農
家
の
希
望
に
よ
り
貸
付
け

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
既
に
機
械

も
入
荷
済
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
希

望
農
家
は
関
係
農
協
と
連
絡
し
て

ご
利
用
下
さ
い
。

実
施
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り

十
日
町
農
業
協
同
組
合

　
チ
ョ
ッ
パ
ー
　
　
五
台

カ
ッ
タ
ー
　
　
　
七
台

下
条
農
業
協
同
組
合

　
チ
一
．
一
ッ
パ
ー
　
　
十
台

　
カ
ッ
タ
ー
　
　
　
．
五
台

南
部
農
業
協
同
組
合

　
チ
ョ
ッ
パ
i
　
　
二
台

　
カ
ッ
タ
ー
　
　
　
六
台

馴
＝
＝
一
＝
＝
＝
二
＝
＝
二
二
『
一
＝
一
二
一
一
＝
＝
＝
グ
P
＝
二
一
二
＝
＝
一
二
＝
二
＝
；
＝
＝
二
ニ
ニ
一
＝
＝
二
『
＝
＝
二
一
＝
＝
二
二
『
；
＝
二
『
＝
p
．
二
ず
＝
＝
二
一
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
＝
一
β
＝
一
＝
ニ
プ
ニ
＝
二
＝
＝
＝
一
二
甲
「
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
二
＝
二
一
」
＝
；
榊
飼

、
二
、
三

一「
⑨
十
日
町
第
五
区

一
三
〇
点
㎜
⑩
下
条

一
二
六
点

赤
ち
や
ん
コ
ン
ク
ー
ル

課
敦
夫
ち
や
ん
入
賞

　
赤
ち
ゃ
ん
の
一
斉
検
診
を
実
鹿
し

て
健
康
で
明
る
い
新
潟
懸
を
築
き
母

；
†
衛
生
の
健
全
な
発
逮
を
図
る
目
的

を
も
っ
て
新
潟
縣
、
新
潟
日
報
社
、

市
町
村
の
共
催
．
で
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク

ー
ル
を
は
じ
め
て
か
ら
第
八
回
目
の

赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
を
迎
え
ま
し

rl川hl』IIIllh巳緬llI㌦511川11川”Ih51“川ll川11冒1亀川Illhll川llll一塵竃hl”』iq“II川IL川1価』1！巴1

酬

た
。
市
町
村
選
出
、
保
健
所
選
出
と

第
一
次
、
第
二
次
を
経
て
市
内
宮
下

東
の
小
林
敦
夫
ち
ゃ
ん
は
去
る
十
月

四
日
新
潟
市
西
保
健
所
一
で
開
催
さ
れ

た
縣
の
最
終
審
査
に
新
大
、
医
学
部
小

児
科
教
室
小
林
教
授
を
雷
査
長
と
す

る
専
固
医
の
審
査
の
結
果
見
事
八
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
子
供
を
丈
夫
に
育
て
た
い
の
は
親

と
し
て
共
通
の
願
い
で
す
。
そ
こ
で

　
敦
夫
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
と
保
健
婦

　
さ
ん
に
育
児
の
体
験
や
ら
コ
ッ
を
聞

　
い
て
み
ま
し
た
。

　
　
小
芯
さ
ん
　
『
出
生
直
後
は
大
変

　
泣
き
ま
し
た
。
体
軍
測
定
を
し
た
ら

　
増
え
て
い
な
い
の
で
母
乳
の
不
足
を

　
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
入
口
栄
養
に

　
つ
い
て
い
ろ
く
と
育
児
の
本
を

　
読
ん
だ
り
、
保
健
婦
さ
ん
に
教
え
て

　
も
ら
っ
た
り
し
て
阜
く
混
合
栄
養
に

｛
し
ま
し
た
。
人
口
栄
養
に
し
て
栄
養

　
が
足
り
る
よ
う
に
な
る
と
泣
か
な
く

　
な
り
、
よ
く
眠
る
よ
う
に
な
り
ま
し

　
た
。
家
中
で
協
力
し
て
あ
ま
り
子
供

　
の
神
経
を
刺
職
し
な
い
よ
う
静
か
な

　
環
境
で
静
か
に
育
て
ま
し
た
。
』

　
　
そ
こ
で
保
健
婦
さ
ん
に
静
か
な
環

　
境
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
て
み

　
ま
し
た
。

　
　
保
健
婦
さ
ん
　
「
子
供
を
静
か
な

　
環
境
で
育
て
る
こ
と
は
発
育
と
非
常

　
に
関
係
の
あ
る
こ
と
で
、
す
。
可
愛
さ

　
の
あ
ま
り
、
あ
や
し
た
り
す
る
こ
と

　
は
子
供
の
神
経
を
刺
職
す
る
ご
と
に

　
な
り
、
そ
の
た
め
食
慾
の
減
退
、
睡

（上）亀の子競争（中）ビン釣り
競争（下）お母さんの日

眠
不
足
（
よ
く
泣
く
）
を
ま
ね
き
、
発

育
が
お
く
れ
る
結
果
と
な
り
ま
す
。
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

身
体
障
虫
・
の

方
へ

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
は
、
指
定
医

師
の
診
断
書
と
写
真
を
添
付
し
て
、

福
祉
事
務
所
へ
提
出
し
て
、
都
道
府
…
っ
て
牧
場
を
く
ま
な
く
案
内
し
て
く
く
・
り
っ
ぱ
な
め
ん
羊
が
二
・
三
歩

縣
知
事
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
の
変
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
だ
さ
い
ま
し
た
。
δ
承
知
の
よ
う
に
ほ
か
の
め
ん
羊
の
前
に
す
す
み
出
ま

付
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
と
い
う
国
は
、
畜
し
た
。

こ
の
手
帳
の
交
付
に
よ
っ
て
資
格
を
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
産
の
た
い
へ
ん
さ
か
ん
な
国
で
す
。
　
「
あ
れ
が
げ
ご
の
め
ん
羊
．
で
す
よ
」

■
得
、
種
友
の
援
護
奨
は
特
典
を
受
け
”

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
手
続
き
”
　
　
一
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
．
　
　
．
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

”
ら
お
借
り
し
た
も
で
．
す
。

”
　
ビ
ロ
ー
の
思
い
出

“
　
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
は
、
と
く
に

”
名
高
い
、
あ
る
牧
場
を
見
学
に
行
き

”
ま
し
た
。
す
る
と
、
な
に
し
ろ
、
は

“
る
ム
＼
日
本
か
ら
行
っ
た
の
で
．
す
か

…
ら
、
そ
の
牧
場
の
δ
車
人
も
た
い
へ

“
ん
喜
ん
で
く
れ
て
、
自
分
で
先
に
立

一
に
つ
い
て
続
霧
所
へ
御
巖
…

襲
御
相
談
摂
雫
亮
…

懲
の
鶉
は
峯
医
療
の
薄
及
…

び
補
装
具
の
給
付
女
は
修
理
の
給
付
“

等
が
あ
り
ま
す
、
そ
の
他
税
の
免
除
“

と
か
鉄
道
旅
客
運
賀
の
割
引
、
バ
ス
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
運
貿
の
割
引
、
そ
の
他
の
特
典
が
与
”

一　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
十
日
町
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

市
で
手
帳
保
持
者
が
四
百
名
で
あ
り
”

ま
す
が
ま
だ
手
続
等
を
知
ら
な
い
”

一
で
手
帳
を
所
持
し
て
い
な
い
該
当
者
…

が
お
ら
れ
る
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
”

、

至
急
手
続
き
を
す
る
よ
う
希
望
し
ま
…

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

愛
犬
は
つ
な
い
で
お
き
ま
し
よ
う

　
　
狂
犬
病
予
防
注
射
案
内

・
く

月
旦
時
背

｝
注
射
場
所
一

実
　
施
　
区
　
士

　
　
〇
一

10

・
2

9
～
1
1
＋
日
町
市
役
所

十
日
町
本
町
通
り
東
側
及
び
山
地

2122
9
～
n
〃

？
箭
重
所

〃
西
側
及
び
高
田
町
南
3
、
高
田
町

中
条
里
地

22
1
～
2
天
井
田
小
学
校
大
井
田
地
区
及
び
新
座

3252
－
－
2
漿
藤
所

9
～
旦
下
条
出
張
所

中
条
山
地

下
条
地
区

42
9
ご
1
1

川
治
診
療
所

川
治
地
区

42
∩
乙
～
3

六
箇
出
張
所

六
箇
地
区

72
9
～
n

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

72
n
∠
～
つ
フ

名
ケ
山
小
学
校

吉
田
地
区

82
11

～
3

真
田
小
学
校

真
田
地
区
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す
の
だ
ろ
う
と
興
味
深
く
思
っ
て
な

が
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ご

主
入
は
な
ん
の
こ
と
は
な
い
。
め
ん

羊
の
群
に
む
か
っ
て
、
何
や
ら
め
ん

羊
の
名
前
ら
し
い
こ
と
ば
を
呼
び
か

け
た
だ
け
で
す
。
す
る
と
ど
う
で
し

よ
う
。
た
く
さ
ん
の
め
ん
羊
の
中

か
ら
一
頭
の
見
る
か
ら
に
た
く
ま
し　　　　　　　　　o・　　　　　　　　∂一　　　　　　　　・・　　　　　　　o膠　　　　　　　．o　　　　　・■　　　　◎　　　　・量　　　●・　　　8　　　●0　　1■oら

“
ま
た
畜
産
を
ま
す
く
さ
か
ん
に
し
霊
人
は
ニ
ッ
コ
リ
し
ま
し
た
。

”
よ
う
と
し
て
毎
年
国
が
主
催
す
る
家
私
は
思
わ
す

“
畜
の
大
品
評
会
を
開
催
し
た
り
も
し
　
　
「
お
や
、
こ
の
め
ん
羊
は
入
の
ご

…
ま
し
だ
〆
と
こ
ろ
が
、
わ
り
あ
い
娯
と
ば
が
わ
か
る
の
か
し
ら
…
…
し
と

”
楽
の
少
な
い
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
の
こ

”
と
だ
け
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
の
入

…
た
ち
は
、
ご
の
家
畜
の
品
評
会
は
大

”
き
な
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
て

”
そ
の
日
に
は
お
お
ぜ
い
の
人
が
み
な

”
晴
着
を
き
て
、
一
家
そ
ろ
っ
て
見
物

“
に
出
か
け
る
の
が
常
で
す
。
そ
れ
だ

”
け
に
そ
の
品
評
会
で
賞
を
も
ら
う
よ

”
う
な
り
っ
ぱ
な
家
畜
を
作
り
出
し
た

”
人
の
名
は
た
い
へ
ん
大
き
い
わ
け

お
ど
ろ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
δ
主
入
は
、
こ
の
私
の
ひ

と
り
ご
と
を
き
い
て
、
腹
を
か
か
え

て
大
笑
い
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

　
「
あ
れ
で
す
よ
。
私
の
こ
と
ば
が

わ
か
る
の
は
…
…
」

と
い
っ
て
指
さ
さ
れ
た
も
の
は
、
め

ん
羊
の
わ
す
か
後
に
う
す
く
ま
っ
て

い
る
見
た
と
こ
ろ
あ
ま
り
美
し
く
な

く
、
あ
ま
り
り
ζ
つ
そ
う
に
も
み
え

▽
手
数
料
・
注
射
料
一
一
〇
円
（
集
合
注
射
の
場
台
の
み
）
注
射
済
票
交
…
で
す
。
と
ご
ろ
が
、
私
が
見
物
に
行
な
い
一
匹
の
小
型
の
犬
で
し
た
。
つ

付
手
数
料
三
〇
円
、
計
一
四
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
っ
た
そ
の
牧
場
と
い
う
の
が
、
前
の
ま
り
そ
れ
が
う
わ
さ
に
き
い
た
牧
羊

▽
犬
の
発
録
申
講
手
数
料
は
壱
頭
三
〇
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
年
の
品
評
会
で
一
等
賞
を
か
ち
と
っ
犬
な
の
で
す
ね
。
そ
し
て
こ
の
犬
が

▽
犬
の
行
方
不
明
、
死
亡
、
犬
の
所
有
者
変
更
等
の
届
は
市
役
所
保
険
衛
…
た
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
も
一
番
り
っ
δ
主
入
の
命
令
で
め
ん
羊
を
後
か
ら

生
課
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

又
は
科
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
御
注
意
下
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
m
し
た
。
そ
こ
で
私
も
ぜ
ひ
そ
の
め
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

次
は
木
登
り
と
い
う
よ
う
に
だ
ん
だ

ん
教
え
て
行
き
丸
二
年
も
し
た
頃
に

は
私
の
命
令
す
る
こ
と
ば
だ
っ
た
ら

二
十
五
位
は
り
っ
ぱ
に
理
解
す
る
と

こ
ろ
ま
で
仕
込
み
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
私
は
毎

日
役
所
に
出
勤
す
る
に
も
、
自
分
で

お
升
当
を
持
っ
て
行
く
ご
と
を
や
め

て
、
お
ひ
る
近
く
な
る
と
家
で
暖

か
い
弁
当
を
作
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
犬
の
口
に
く
わ
え
さ
せ
て
、
犬
に

弁
当
は
乙
び
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
ず
っ
と
犬
が

弁
当
は
こ
び
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
あ
る
日
の
こ
と
食
べ
お
わ

っ
た
カ
ラ
の
弁
当
箱
を
犬
に
く
わ
え

さ
せ
家
に
む
か
っ
て
送
り
出
し
て
し

ば
ら
く
し
た
ら
家
か
ら
電
話
が
か
か

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
家
内
が
、

「
今
日
は
犬
が
弁
当
箱
を
も
っ
て
帰

え
ら
な
か
っ
た
が
ど
う
し
た
の
で
す

か
」と

聞
く
の
で
す
。
そ
こ
で

「
さ
て
は
途
中
で
落
し
た
の
だ
ろ

う
」

と
考
え
て
、
す
ぐ
犬
の
通
る
道
を
た

ど
っ
て
み
る
と
果
し
て
途
中
に
弁
当

箱
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
近
所
の
人

に
き
い
て
み
ま
す
と
、
弁
当
箱
を
く

わ
え
て
、
そ
の
辺
ま
で
帰
っ
て
き
た

と
き
、
よ
そ
の
犬
か
ら
ケ
ン
カ
を
売

ら
れ
た
ら
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
組

ん
す
ほ
ぐ
れ
す
の
大
ケ
ン
カ
を
し
て

弁
当
箱
の
事
は
忘
れ
て
帰
え
っ
て
し

ま
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。

し
か
し
そ
の
犬
も
戦
争
の
は
じ
ま
る

直
前
、
私
が
役
入
を
や
め
ま
し
て
日

本
に
ひ
き
あ
げ
ま
し
た
の
で
、
犬
を

は
こ
ぶ
こ
と
は
許
さ
れ
す
犬
の
大
す

き
な
友
入
に
ゆ
ず
り
、
犬
の
こ
と
を

た
の
ん
で
そ
れ
こ
そ
泣
く
思
い
で
別

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
早
く
も
十
五
年

は
す
ぎ
ま
し
た
が
、
今
で
も
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
犬
が
ビ

ロ
ー
と
い
う
名
前
の
犬
だ
っ
た
の
で

す
。
こ
の
犬
の
思
い
出
は
私
に
と
っ

て
か
く
べ
つ
な
な
つ
か
し
い
、
い
わ

▽
新
潟
縣
飼
犬
販
締
条
例
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
一
万
円
以
下
の
罰
金
…
ぱ
な
め
ん
羊
を
飼
っ
て
い
る
牧
場
で
け
し
か
け
た
り
、
動
か
し
て
い
る
の
ば
と
っ
て
お
き
の
思
い
出
話
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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